
 

 

 

                             

 

 

 

 

 茶内小学校では、子どもたちの学力向上に取り組んでいます。学校と家庭が連携し合うことにより、

子どもたちの力が更に高まることと思います。 

 保護者の皆様には、この「家庭学習の手引き」をお子さんと一緒に活用していただき、より充実した内

容の学習に取り組めるよう、ご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

１ 家庭学習のねらい 

 

 

 
 

家庭学習のねらいとして、以下の３点が挙げられます。 

①家庭での学習習慣をつける。 

②基礎学力をつける。 

③自発的な学習意欲を伸ばす。 

中でも大切なのは、「家庭での学習習慣をつける」ことです。小学校のうちに毎日一定時間

机に向かう習慣をつけることが、中学校以降の学習に大きく役立ちます。 

 

２ 家庭学習の取り組み方 

 

 

 
 

①最初に学校から出された「宿題」に取り組む。 

②その後、自主学習に取り組む。次ページ以降の「こんな家庭学習をしよう」  

を参考にしてください。 

 

３ 家庭学習のポイント  

 
 

  学習の効果を最大限に発揮させるために、上の３点を心がけてください。 

 

 

 

 

 

 

１ 音読（声を出して読みましょう） 

 ○今、勉強しているところを何回読むか自分できめて、声に出して読みましょう。 

  （かん字を正しく、気もちをこめて、聞いている人にいみがわかるように） 

 ○練習
れんしゅう

したら、お家の人に聞いてもらいましょう。 

２ かん字のれんしゅう 

 ○ならったかん字を書きじゅんに気をつけてノートに練習
れんしゅう

しましょう。 

  （読みがなもつけましょう。） 

 ○いみのわかる言葉
こ と ば

で書きましょう。 

３ 日記・作文 

 ○ならったかん字やかなをつかってみじかい文を作りましょう。 

 ○思ったことや気づいたことを入れてあそんだことや楽しかったことを書きましょう。 

 ○「   」を正しくつかって会話文を入れた文を書きましょう。 

３ 計算練習
れんしゅう

 

 ○たし算やひき算のひっ算の練習
れんしゅう

をしましょう。 

 ○九九のあんしょうができるように、練習
れんしゅう

しましょう。 

 ○算数のもんだいを作ってみましょう。 

 （たし算、ひき算、かけ算になるもんだいを作りましょう） 

 ○時間をきめて、百マス計算にちょうせんしましょう。 

４ その他 

 ○家にあるもんだいしゅうにとり組むのもいいですね。答え合わせをして、まちがいはなおし

ておきましょう。 

 ○上に書かれていない学習を、自分で考えてするのもいいでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の皆様へ 

学習習慣をつける 

学習意欲を伸ばす 

基礎学力をつける 

ながら勉強 はしない 良い姿勢 丁寧な字で  

①まずは宿題 ②次に自主学習 

合わせて学年×10分＋α 

こんな家庭学習をしよう（２年生） 
目標時間 

２０～３０分 

まずは、先生から出されたしゅくだいをやりましょう。 

○つぎの日の時間わりをそろえましょう。 

○えんぴつをけずり、ふでばこの中をととのえましょう。 


